
別記様式第４号 

令和８年６月 30日 

 

 山形県知事 殿 

 

推薦者 

〒 ×××－×××× 

住所 ××市×× ○―○―○ 

事業所名 株式会社○○製作所 

代表者職・氏名 代表取締役 □□ □□  印 

 

 

推 薦 書 

 

 弊社の従業員である下記の者は、令和８年度山形県伝統工芸品等産業新規従事者支援奨励金の

受給者としてふさわしい者であると認めますので、推薦いたします。 

 

記 

 

１ 被推薦者氏名 

  山形 太郎 

 

２ 被推薦者の勤務時間・業務内容・勤務態度 

  勤務時間：１日７時間（土日祝日休み） 

  業務内容：○○準備、△△行程 等 

  勤務態度：良好 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２枚目になっても

構いません 

代表者本人であることを

確認するため、会社の実

印を押印ください 



３ 従事する伝統工芸品等産業の状況等 

 (1) 生産額の推移                             （千円） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

80,000 80,000 79,000 79,000 79,000 

 

 (2) 従事者数の推移                             （人） 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

40 40 40 39 39 

 

(3) 技術消失の危険性 

  従事する伝統工芸品等産業に係る技術消失の危険性が分かる内容を具体的に記載すること 

・現在、製造事業所は、概ね○事業所程度あるが、そのうち、後継者が不在の事業所は△

事業所に上っている。 

・現在の従事者は、大半が 70～80代の者であり、高齢化が進んでいる。 

・直近５年間において、申請者を除き、新規従事者となった者はいない。 

 

 

 

 

 

 

 ※当該伝統工芸品等産業に係る産地全体の状況について記載すること 

 ※(1)及び(2)は、数値の把握が困難である場合は記載しないことも可能とする 

 

４ 事業所の現況等 

 (1) 年商 

   約 2,000万円 

 

 (2) 代表者の年齢 

   71歳 

 

 (3) 従事者の人数及び年齢構成 

年齢構成 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代～ 合計 

人  数    1 1 1 1 4 

     ※代表者及び被推薦者含めること 

 

 

 

 

 

 

 

概数でも構いません 



５ 被推薦者の継続雇用に向けた取組み等 

(1) 今後の売上げ増加や新規従事者確保に向けた取組み 

令和○年度から経済産業省の××事業に参加し新たな販路開拓に向けて取り組ん

でいる。その中で新たに□□との取引を開始した。 

 また、令和○年に市の××事業に参加し、◇◇大学の３年生に当社の事業内容を紹

介し、×名をインターンシップとして受け入れた。 

 

(2) 事業所の将来ビジョンについて 

当社で製作している○○は、主にこれまで～で販売を行っていたが、前述のとおり～ 

という販路もあることがわかったので、～との取引を拡大することで売上げの増加を

図っていく。 

また、当社の～という技術を活用して△△という製品の試作を始めているところである。 

 ※被推薦者が令和７年度山形県伝統工芸品等産業新規従事者支援奨励金の支給決定者である場合は、 

「５ 被推薦者の継続雇用に向けた取組み等」は記載不要 

 

取組みを具体的に記載ください。国や地方自治体の事

業を活用している場合は全て記載してください。 

取組み（今後の予定含む）を具体的に記載ください。 


